
１１５ 
 

 

 

令
和
五
年
十
二
月
七
日
提
出 

質

問

第

一

一

五

号 

       
 
 

法
務
省
法
制
審
議
会
家
族
法
制
部
会
の
審
議
の
進
め
方
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

吉

田

は

る

み 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

法
務
省
法
制
審
議
会
家
族
法
制
部
会
の
審
議
の
進
め
方
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

法
務
省
法
制
審
議
会
家
族
法
制
部
会
（
以
下
同
部
会
）
の
審
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
拙
速
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
当

事
者
を
巡
る
状
況
や
意
見
の
反
映
に
関
し
て
も
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。 

 

よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

同
部
会
に
は
、
子
と
別
居
す
る
親
の
意
見
を
代
表
す
る
者
及
び
子
と
同
居
す
る
親
の
意
見
を
代
表
す
る
者
は
委
員
と
し
て

参
画
し
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
及
び
児
童
虐
待
の
被
害
当
事
者
を
代
表
す
る
委
員
が
参

画
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
被
害
当
事
者
は
同
居
親
と
一
致
す
る
存
在
で
は
な
く
、
又
、
仮
に
離
婚
後
の
共
同
親
権
制
を
導

入
す
る
な
ら
ば
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
の
継
続
を
防
止
す
る
た
め
の
制
度
整
備
が
肝
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
被
害
当
事
者
不
在
の
部
会
と

し
た
理
由
は
何
で
あ
る
の
か
。
又
、
今
後
委
員
を
追
加
任
命
等
す
る
予
定
は
な
い
か
。 

二 

例
え
ば
同
審
議
会
刑
事
法
（
性
犯
罪
関
係
）
部
会
に
比
し
て
、
家
族
法
制
部
会
は
既
に
一
・
七
倍
の
開
催
日
数
と
な
っ
て

い
る
。
二
回
開
催
さ
れ
た
月
も
あ
り
、
議
事
録
の
公
開
が
追
い
つ
か
な
い
中
で
審
議
が
進
ん
で
い
る
。
民
法
改
正
と
い
う
国

民
生
活
に
非
常
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
審
議
と
し
て
は
拙
速
に
過
ぎ
る
と
い
う
意
見
が
多
く
聞
こ
え
て
く
る
。
二
〇
二

四
年
通
常
国
会
で
の
民
法
改
正
案
提
出
と
い
う
報
道
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ペ
ー
ス
が
法
制
審
議
会
の
部
会
運
営
の
基
本
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と
な
る
の
か
、
或
い
は
同
部
会
の
み
の
例
外
で
あ
る
の
か
、
そ
の
理
由
と
併
せ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。 

三 
現
在
同
部
会
で
は
議
事
録
が
公
開
さ
れ
な
い
ま
ま
に
「
家
族
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
要
綱
案
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
た

た
た
き
台
」
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
議
事
録
が
公
開
さ
れ
る
ま
で
は
次
回
の
会
議
を
開
催
し
な
い
こ
と
と
す
べ
き
と
考
え

る
が
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

四 

本
年
二
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
同
部
会
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
の
最
終
的
な
ま
と
め
は
九
ケ
月
た
っ
た
今
も

未
だ
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
公
開
予
定
は
い
つ
で
あ
り
、
公
開
が
遅
れ
て
い
る
理
由
は
何
か
。
明
確
な
説
明
を
求
め
る
。 

五 

「
『
家
族
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
中
間
試
案
』
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
」
は
個
人
の
意
見
八
十
五
件
に
比

し
て
団
体
の
意
見
千
二
百
二
十
五
件
と
著
し
く
偏
っ
て
掲
載
し
て
お
り
、
そ
れ
が
審
議
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
民

意
を
十
分
に
汲
み
取
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
懸
念
さ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

六 

同
部
会
資
料
三
〇

二
に
よ
る
と
「
個
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
お
い
て
は
、
【
乙
案
】
に
賛
成
す
る
意
見
が
多
数

（
【
甲
案
】
賛
成
と
【
乙
案
】
賛
成
の
割
合
は
概
ね
一
対
二
程
度
）
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
、
三
分
の
二
が
現
行
の
単
独
親
権

制
の
維
持
に
賛
成
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
結
論
は
部
会
の
多
数
決
で
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
の
意
見
の
多
寡
の
み
が
基
準
と
な
る
も
の
で
も
な
い
が
、
そ
う
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
全
容
を
委
員
に
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提
示
し
審
議
に
反
映
す
る
こ
と
が
民
意
の
尊
重
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

七 
本
年
十
一
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
共
同
親
権
に
係
る
法
改
正
が
な
さ
れ
た
。
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
に
つ
い
て
裁
判
所
が
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
別
居
親
と
同
居
親
の
「
平
等
な
親
権
分
担
の
推
定
」
も
廃
止
と
な
っ
た
。
同
部
会
で
検

討
中
の
「
た
た
き
台
」
と
真
っ
向
か
ら
異
な
る
結
論
を
「
共
同
親
権
導
入
先
進
国
」
で
あ
る
同
国
は
膨
大
な
調
査
等
を
踏
ま

え
て
導
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
部
会
で
は
こ
の
改
正
に
つ
い
て
把
握
し
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問

う
。 

八 

「
海
外
が
共
同
親
権
だ
か
ら
」
と
よ
く
唱
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
海
外
と
日
本
と
で
は
親
権
の
概
念
が
異
な
り
、

離
婚
制
度
や
家
族
観
の
違
い
も
大
き
い
。
ま
た
、
教
育
費
用
や
離
婚
給
付
を
含
む
社
会
保
障
制
度
の
状
況
も
異
な
る
。
同
部

会
の
審
議
で
は
こ
の
よ
う
な
事
情
が
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
同
時
に
、
前
問
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
め
諸
外
国
で
は

子
ど
も
の
安
全
を
優
先
と
し
た
法
制
度
に
変
更
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
海
外
と
の
総
合
的
な
比
較
、
諸
外
国
の

法
制
度
を
巡
る
最
新
情
報
、
共
同
親
権
制
か
ら
生
じ
た
問
題
等
を
同
部
会
で
も
検
討
し
て
い
る
か
。
も
し
し
て
い
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
積
極
的
に
取
り
扱
わ
な
い
理
由
は
何
で
あ
る
の
か
。 

九 

養
育
費
の
先
取
特
権
は
実
務
で
は
全
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い
制
度
で
あ
り
当
事
者
が
自
助
努
力
を
求
め
ら
れ
る
の
が
実
態
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で
あ
る
。
子
育
て
中
の
親
に
は
申
立
自
体
の
負
担
が
大
き
く
、
他
方
で
Ｄ
Ｖ
加
害
者
で
あ
る
元
配
偶
者
に
請
求
す
る
こ
と
も

報
復
が
案
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
障
害
を
解
消
す
る
た
め
に
は
公
的
機
関
に
よ
る
立
替
払
が
有
効
で
あ
り
、
同
時
に
養
育

費
支
払
義
務
者
か
ら
徴
収
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
同
部
会
で
も
委
員
よ
り
繰
り
返
し
提
案
が
あ
る
が
、
検

討
事
項
と
さ
れ
な
い
の
は
何
故
で
あ
る
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


